
日本学生オリエンテーリング連盟 

2002 年度第 3回日本学生オリエンテーリング連盟幹事会議事録 

日本学生オリエンテーリング連盟 広報部 

日時：１月１１日（土）１５：００～ 

場所：千葉ユースホステル 

 

出席者： 

☆現幹事 

氏名 役職 大学と学年 出席 

米本 路憲 日本学連幹事長 東北大学 4年 × 

石関 圭志 日本学連副幹事長 千葉大学 3年 ○ 

姫野 祐子 北東地区代表幹事 東北大学 3年 ○ 

天兒 英二 北信越地区代表幹事 新潟大学 3年 ○ 

久野 雄介 関東地区代表幹事 東京大学 3年 ○ 

内藤 愉孝 東海地区代表幹事 静岡大学 3年 ○ 

上田 隆之 関西地区代表幹事 大阪市立大学 3年 ○ 

鈴木 正史 中九四地区代表幹事 山口大学 3年 ○ 

浜端 紀行 事務局長 東京大学 3年 ○ 

太田 雄一郎 事業部長 名古屋大学 3年 × 

山田 雄一郎 会計 早稲田大学 4年 ○ 

岡本 健一 広報部長 京都大学 3年 ○ 

吉田建典 会計監査 金沢大学 3年 × 

横関 梓 会計監査 東京農業大学 3年 ○ 

☆理事 

氏名 役職 出席 

上田 泰正 全体統括・スポンサー企業・JOA × 

大井 和之 テレインコントロールワーキンググループ × 

大滝 民己 組織改革、学連会計、学連事務局等運営助言 × 

加賀屋 博文 技術委員会 × 

木村 佳司 インカレロング × 

土方 隆 インカレミドル・リレー、理事会会計 × 

広江 淳良 JOA、学連会計 ○ 

☆次期幹事 

菊地（幹事長）、熊野（事務局長）、下村（北東）、村上（関西）、中村（中九四） 

 



☆その他 

宮川（スコード）、広江（理事）、西脇（技術委員） 

 

1. 自己紹介 

 

2. ＪＯＡ関連について 

○ 学生クラブの県協会加入義務化について 

現在、各大学と県協会の連携について地区によりかなりの温度差がある。人的負担、スケ

ジュールにおいてなどのデメリットが生じる。しかし、ＪＯＡのパフォーマンスの低下、オ

リエンティア減少に歯止めをかけるため、連携は強化する必要がある。 

→学生オリエンテーリング界を含め、オリエンテーリング界全体が団結すべき。

県協会と大学クラブが協力して、一般向けに普及活動している地域もある。 

○ 今後の方針 

大学クラブと県協会レベルでの接触を積極的にやっていく。 

日本学連とＪＯＡレベルでのコラボレーション（普及活動に関するフォーラム） 

県協会の大学クラブに対する考えを調査する。 

 

3. 理事会報告（広江） 

○ インカレシード選手決定 

○ 団体戦リレーにおける地区学連選抜チームについて 

→違う地区学連の選手でもよい。 

正規チームが出ている大学の選手でもよい。 

どのクラスでもよいが、オープン参加となる。 

○ 来年度インカレ 

実行委員会が承認されていないため、何一つ承認されていない。 

 

4. 技術委員会報告（西脇） 

・ 年始に学連合宿を開いた。 

・ １月１１日に地図調査講習会を開いた。 

・ 関東学連リレー前日に合宿を行う。 

○ 来年度インカレショート（矢板）について 

開催承認→予算：最大５０万までの貸付仮承認 

○ インカレ改革について 

改革案取りまとめ中である。 

・ 学校枠（始めから全学校に１枠ずつの学校枠を与える） 

・ （意見）ロングについては現実的でない。 



・ ミドルについては各校に意見を聞く。（総会） 

・ 個人実績枠（前年度の入賞者に枠を与える） 

○ ミドルＢファイナルについて 

・やらない。 

・自己判断出走で委員会管理しない。 

・一般クラスのコースをＢファイナルに使いまわす。 

 

○開会式について 

＊春秋ともに行う。 

＊春のみ行う。 

＊ともに行わない。 

 

5. ショート（ミドル）の枠返上について 

○各地区学連が現状の枠について大学の意見を聞く。 

＊減らすか。 

＊現状維持か。 

→２００４年度以降に反映 

 

6. 学生行事のあり方について 

○関東では大学の行事と一般の大会の日程が重なって行われることがある。 

幹事長案 

インカレセレクション等はなるべく大会に併設させる。（但し、地区学連選手権大会と併

設の場合は除く） 

対抗戦等も原則として大会併設とし、対抗戦主催者がその大会の運営に協力する形にす

る。 

→（意見）対抗戦運営者の負担がむしろ増えてしまうのではないか？ 

対抗戦をつぶしてまで参加する大会が少ないのではないか？ 

運営の質が低下するのではないか？ 

関西、東海では社会人クラブとの連携が密のため問題ない。 

 

7. インカレの今後の開催について 

○ 学生のインカレ運営手伝いについて 

目的：インカレ実行委員会と学生との距離を縮め、学生のインカレに対する意識を高める。 

競技面以外の手伝いを中心に現役学生にやってもらう。 

今年は立候補者を募ったが今後持ち回りでやる。 

 



8. いぶきの紙面改革について 

学校紹介・地区学連紹介を載せる。優勝、入賞者の写真を載せる。 

学連合宿のレポートを載せる。 

 

9. 新歓活動対策について 

日本学連で対応するよりは地区学連でそれぞれに対応する。 

 

10. 大会後援申請について 

京大大会、新潟大大会、東大大会の後援を承認。 

 

11. 幹事会活動報告 

1) 会計（山田） 

賛助金フィードバックについて関西のみ振り込んだ。他学連については今後振り込む。 

2) 報部長（岡本） 

いぶき Vol.３を１２月９日に発行した。Vol.４は２月９日に発行する予定。 

3) 事業部長（太田） 

インカレガイド原稿募集中 

後夜祭・講習会の宿を決定した。 

インカレ実行委員会に講習会での公演を依頼した。 

 

12. 地区学連活動報告 

【北東学連】  

11/30 第２回北東学連総会 

12/1 セレクション（３本目）「日光霧降」 

12/26～29 東北大冬合宿 

12/29～31 北大冬合宿 

1/18～19 地図調査講習会 

2 月上旬 
インカレクラシック前合宿 

第３回北東学連総会 

【北信越学連】  

12/22 インカレセレ第３戦（北山大会） 

１月某日 密会 

【関東学連】  

11/23 第７回総会（千葉大学） 

12/1 インカレ本セレクション（プラト－里美） 

12/21 第８回総会（日本女子大学） 



1/25 第９回総会（東京農工大学） 

2/9 関東学連リレー（番匠峰古墳） 

2 月某日 第１０回総会 

【東海学連】  

12/22 インカレ個人戦セレクション第 2戦(京都北山大会) 

12/25～27 東海学連冬合宿（富士） 

12/26 名静戦・第２回東海学連総会 

３月中旬（インカレ後） 第 3 回東海学連総会 

【関西学連】  

10/13 関西学連第２回定例戦（箕面） 

10/19 関西学連 10 月総会（立命館大学） 

11/17 関西学連第 3回定例戦兼新人戦（山紫水明東山） 

12/7～8 学連合宿（走落神社） 

12/22 

京都北山大会 

兼関西学連インカレセレクション（御室） 

関西学連 12 月総会（立命館大学） 

【中九四学連】  

12/1 中九四学連インカレクラシック選手権選考大会 IN 広島 

1/5 山口大学大会（維新公園） 

 

13. その他 

三役（幹事長・副幹事長・会計）が内定。 

Ｏ－マガジンに各学連で寄稿する。 

 

14. 次回幹事会 

インカレリレー後に行う。   

以上 


